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ますますのご発展を祈念いたします

※掲載されている情報は2月7日時点のものです。新型コロナウイルス感染拡大により延期または中止になる場合がございますので、詳細は学会HPなどをご確認ください。

【テーマ】

【会　期】

【代表者】

【会　場】

Globalな視点で子どもたちの未来を考える

4月14日（金）〜16日（日）

グランドプリンスホテル新高輪 国際館パミール 他（東京都品川区）

【テーマ】

【会　期】

【代表者】

【会　場】

地域医療と老年脳神経外科

4月15日（土）

川合 謙介（自治医科大学）

ライトキューブ宇都宮（栃木県宇都宮市）

■ お問い合わせ： ■ お問い合わせ：日本コンベンションサービス株式会社　E-mail：126jps@convention.co.jp 株式会社コンベックス　E-mail：jgns36@convex.co.jp

 第126回日本小児科学会学術集会 第36回日本老年脳神経外科学会

清水 俊明（順天堂大学）

　
１
９
８
３
年
に
陽
子
線
治

療
の
臨
床
研
究
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
長
い
歴
史
を
誇
る
筑

波
大
学
。
現
在
も
国
内
の
放

射
線
治
療
を
け
ん
引
す
る
存

在
で
、
同
大
学
の
放
射
線
腫

瘍
学
の
櫻
井
英
幸
教
授
は
、

最
新
の
医
療
技
術
、
医
療
機

器
の
開
発
を
進
め
な
が
ら
人

材
育
成
に
も
注
力
す
る
。

─
講
座
の
特
徴
や
強
み
は
。　

　

当
講
座
で
は
、
ほ
ぼ
全
て

の
放
射
線
治
療
が
可
能
で
す
。

例
え
ば
、
粒
子
線
治
療
（
重

粒
子
線
と
陽
子
線
）
施
設
が

全
国
に
25
施
設
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
当
大
学
は
長
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

放
射
線
源
を
患
部
に
挿
入

す
る
組
織
内
照
射
は
特
徴
の

一
つ
。
複
雑
な
手
技
で
あ
る

た
め
、
こ
の
治
療
が
で
き
る

医
師
は
少
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
治
癒
率
が
高
く
、

当
講
座
で
は
今
後
も
継
承
し

て
い
く
方
針
で
す
。

　

近
年
は
、
核
反
応
を
利
用

し
て
が
ん
細
胞
を
選
択
的   

に
破
壊
す
る
「
ホ
ウ
素
中
性

子
捕
捉
療
法
（
Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
）」

の
機
器
開
発
と
研
究
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
近
々
私
た

ち
が
開
発
し
た
機
器
を
用
い

て
悪
性
脳
腫
瘍
の
臨
床
試
験

を
開
始
す
る
予
定
で
、
今
後

３
年
で
成
功
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

講
座
全
体
の
強
み
と
し
て

は
、
教
育
・
研
究
環
境
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
当
大
学
に
は

医
学
物
理
学
・
生
物
学
の
研

究
室
が
あ
り
、
一
緒
に
人
材

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
学
周
辺
に
は
高
エ
ネ
ル

ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
な
ど

の
研
究
施
設
が
集
積
し
て
お

り
、
幅
広
い
応
用
研
究
が
で

き
ま
す
。

─
人
材
育
成
に
つ
い
て
。　

　

入
局
者
に
は
、
社
会
人
と

し
て
成
長
す
る
た
め
の
「
３

段
階
」
を
必
ず
伝
え
て
い
ま

す
。
初
級
で
は
、
一
般
的
な

社
会
人
に
も
共
通
す
る
「
あ

い
さ
つ
・
返
事
・
相
談
が
で

き
る
こ
と
」。中
級
に
な
る
と
、

「
好
奇
心
が
あ
る
こ
と
、
論
理

的
で
あ
る
こ
と
、
小
さ
な
目

標
と
大
き
な
目
標
を
持
つ
こ

と
」。
こ
れ
が
で
き
て
、
大
体

一
人
前
の
社
会
人
・
医
療
人

に
な
れ
ま
す
。
上
級
は
、
な

か
な
か
難
し
い
で
す
が
、「
い

つ
も
機
嫌
が
良
い
こ
と
、
情

緒
的
で
あ
る
こ
と
、
人
を
許

せ
る
こ
と
」
の
三
つ
で
す
。　

　

講
座
員
に
は
困
難
な
と
き

こ
そ
、
社
会
人
と
し
て
の
あ

る
べ
き
姿
勢
を
思
い
出
し
て

ほ
し
い
。
わ
れ
わ
れ
の
分
野

は
、
高
い
専
門
性
と
と
も
に

高
い
倫
理
性
と
人
に
対
す
る

優
し
さ
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
幸
い
に
し
て
、
大

変
う
ま
く
若
手
医
師
が
育
っ

て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
の
方
針
は
、「
標
準
治

療
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
単
に
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
治
療

を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
こ
の
治
療
を
こ
こ
で
受
け
て

良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
、
丁
寧
な
説
明
、

適
切
な
副
作
用
対
策
、
ア
ウ

ト
カ
ム
の
改
善
な
ど
と
い
っ

た
付
加
価
値
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
医
療
安
全
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
関
連

し
ま
す
が
、
当
講
座
で
は
業

務
の
結
果
だ
け
で
な
く
プ
ロ

セ
ス
を
重
視
し
て
、
な
ぜ
そ

う
し
た
の
か
、
個
々
の
考
え

方
を
き
ち
ん
と
発
言
で
き
て
、

全
員
で
話
し
合
い
が
で
き
る

よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
で

の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

個
々
の
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な

能
力
を
引
き
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

─
今
後
の
目
標
は
。　

　

放
射
線
治
療
は
、
が
ん
の

３
大
治
療
の
一
つ
で
す
。
し

か
し
、
日
本
は
諸
外
国
に
比

べ
て
放
射
線
治
療
が
十
分
に

普
及
し
て
お
ら
ず
、
国
内
企

業
の
機
器
開
発
も
活
発
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
今
後
は
日
本

国
内
で
放
射
線
治
療
の
普
及

が
進
む
よ
う
、
啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
た
い
。
特
に
、
日

本
が
世
界
を
リ
ー
ド
で
き
る

新
し
い
粒
子
線
治
療
の
機
器

開
発
に
は
積
極
的
に
関
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
普
及
の
た

め
に
は
人
材
の
育
成
が
最
も

大
切
で
あ
り
、
恒
常
的
に
多

く
の
良
い
人
材
を
輩
出
す
る

こ
と
が
当
講
座
の
使
命
で
す
。

放
射
線
治
療
の
進
歩
に
よ
り

多
く
の
患
者
さ
ん
が
救
わ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
最
先
端
の

研
究
に
も
携
わ
れ
る
と
い
う

特
徴
を
、
学
生
や
研
修
医
に

う
ま
く
伝
え
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
く
の
人
材
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

人
材
育
成
は
、
日
本
の
が

ん
医
療
を
根
底
か
ら
支
え
る

力
で
あ
り
、
適
切
な
が
ん
医

療
を
届
け
る
た
め
に
一
番
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

● 筑波大学医学医療系 放射線腫瘍学　茨城県つくば市天王台1-1-1　☎029-853-3900（代表）　https://www.pmrc.tsukuba.ac.jp/radioncology/

櫻
さ く ら い

井 英
ひ で ゆ き

幸  教授
1988 年群馬大学医学部卒業。英ケンブリッジ大学留学、群馬大
学大学院医学系研究科准教授などを経て、2012 年から現職。筑
波大学附属病院陽子線治療センター部長兼任。

筑波大学医学医療系 放射線腫瘍学
新たな治療法研究に注力、国内の放射線治療をけん引
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